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通算 894号 2020年 10月 26日発行 

 

令和２年人事院勧告 準拠提案 
 

 10 月 23 日に労使交渉（事前交渉）を行いました。組合からは伊藤執行委員長、三木副執

行委員長、國頭事務局長、法人からは総務部長、人事課長ほか３人が出席しました。 

 

●法人から、今年の人事院勧告に準拠した提案がありました。 

 ・ボーナスを引下げ（△0.05 月分） 

  民間の支給割合との均衡を図るため引下げ 4.50 月分→4.45 月分 

  （民間の支給状況等を踏まえ、期末手当の支給月数に反映） 

  本年度の 12 月の期末手当が現行の 1.30 月分から 1.25 月分へ引下げ 

 

 組合としては、10 月 30 日に中央執行委員会を開催し、対応を協議します。ご意見のある

方は、組合事務局にご連絡ください。 

 なお月例給については、人事院から、別途必要な報告・勧告が予定されています。 

 

 

 

 

第５３回全大教定期大会報告 
 
今年度の全大教定期大会は 10月 24日に CiscoWebexを用いてオンラインの形式で開催されま

した。65の単組の参加がありました。冒頭に、中央執行委員長の挨拶があり、新型コロナウ

イルス感染症に対する取り組みやその課題、日本学術会議に関する問題などについて述べら

れました。その後、2019年度の活動・決算が報告され、2020年度の運動方針、予算等が審議

されました。議案の詳細については全大教のウェブページをご覧ください。初めてのオンラ

インでの採決ということもあり多少の混乱もありましたが、大会終盤ではスムーズに進みま

した。今年度の活動方針について特に以下のようなものが議論されました。 

・新型コロナウイルス感染症に対応するための環境整備にむけた取り組み：特に在宅勤務に
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ついて、光熱費、通信費の手当などを要求していくこと、今後の働き方改革とも連動するこ

といった発言がありました。 

・国立大学法人ガバナンスコード、問題あるその成立過程と危惧される今後の運用：中曽根

元首相への弔意表明に関する文科省通知について、北海道大学の総長選考に関する問題点の

報告がありました。学長選考会議、意向投票に関する意見交換がなされました。新年俸制に

関する情報提供もありました。 

・人事院勧告、0.05月のボーナスカットに関する情報共有：世の中の厳しい状況も考えつつ、

教職員の懸命な努力についても考慮していかなければなりません。ある単組からは担当理事

の判断で、今回の人事院勧告には従わず支払うという情報が提供されました。コロナ禍であ

ることも考慮し、財務状況などの説明をしっかりと受けることも考えなければならないとの

意見もありました。さらに、今後の月例給に関する勧告に対する対応についても話題提供さ

れました。 

執行部からの提案を受け、それぞれの課題についての今後の取り組みに向けた議論が深まり

ました。運動方針案は役員定員の変更なども含めて、一部修正の上で可決承認されました。

最後に、特別決議として中央執行委員会より「日本学術会議会員任命拒否という学問の自由

と大学自治の侵害に抗議する」に関する提案がなされ、採決されました。私は初めての参加

となりましたが、オンラインの環境下であるにもかかわらず、会議の進行方法も工夫されて

おりました。また、コロナ禍での組合活動の重要性を再認識いたしました。（伊藤冬樹） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


